
［成果情報名］ イチゴ‘きらぴ香’頂部軟質果の発生要因 

［要 約］ ‘きらぴ香’で発生する頂部軟質果は、定植時の多肥による窒素過多や塩

基バランスの不均衡などによる、カルシウムの移行抑制の可能性が高い。  
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［背景・ねらい］ 

新品種‘きらぴ香’は優れた特性を有している反面、頂部軟質果や白ろう果など着色

不良果の発生が生産現場で問題となっている。そこで、その発生要因について検討すると

ともに、安定生産のための基礎資料に資する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 発生果実は、正常果と比べ果実中のカルシウム含量が特に先端部で少ない（図１、 

２）。 

２ 頂部軟質果の発生割合が高いほ場では、EC や NH4-N、NO3-N、K 等が他ほ場と比べて高

く、多肥や塩類集積が発生要因となっている（図３）。 

３ 培地中に N 成分がない場合、標準の基肥（16.8kgN/10ａ）での発生は少なく、N 成分

1.5 倍量の基肥（25.2kg N/10ａ）では発生が多い（図４）。また、前作の肥料成分の

残りがある場合は、慣行の施肥量でも頂部軟質果の発生が多い。 

４ 考えられる対策 

（１）除塩を実施するとともに、土壌診断結果と堆肥の施用量に基づいて基肥量を減らす

。 

（２）土壌消毒剤を使用する場合は、基肥量を減らす。 

（３）緩効性肥料を積極的に利用し、一時的に肥料が効きすぎないような施肥管理をおこ

なう。液肥混入機がある場合は、追肥重点でおこなう。 

（４）原水を考慮した EC 管理をおこなうとともに、「紅ほっぺ」よりやや低めの EC で管

理し（最大 原水＋0.5 mS／cm まで）、培地内 EC を常に低めに保ち、生育を停滞さ

せない。 

 
［成果の活用面・留意点］ 

１ 直接の原因は果実のカルシウム欠乏と考えられるが、カルシウムの葉面散布では回復

しない。 

２ 頂部軟質果発生ほ場で白ろう果を併発する場合がみられるが、その発生要因は今のと

ころ不明。 

３ 温度や湿度は頂部軟質果発生を助長することがあるが、主要因ではない。 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 
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1) アルファベットは同一符号間に tukey の多重比較（5％水準）で有意差なし． 

図４ 頂果房および一次腋果房の障害果（頂部軟質果）の発生状況 
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図１ 果実中のカルシウム含量 

図３ 現地生産ほ場栽培中土壌の化学性の推移 
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図２ 頂部軟質果 
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